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㸯．はじめに 

 文㒊⛉学┬は、2040 年に必要とされる人ᮦീと高➼ᩍ⫱の┠指す࡭きጼとして、学修⪅本఩のᩍ

の㌿᥮を┠指す୰で、㺀ఱを学び、㌟に௜けることができたのか㺁を᫂らかにし、学生ಶ々人の࡬⫱

学修ᡂᯝをྍど化して学修のᡂᯝを学修⪅がᐇ感できるためのᩍ⫱◊✲体ไと㉁ಖドの在り᪉をᩚ

ഛするよう提ゝしている。本稿では、本学薬学㒊における༞ᴗ論文◊✲のホ౯ෆᐜをྍど化するた

めのྲྀ⤌のᴫ要と⤖ᯝについて報࿌する。 

 

㸰．大学ᩍ⫱෌生ຍ㏿ࢢࣟࣉラ࣒（AP）について 

 㺀大学ᩍ⫱෌生ຍ㏿ࢢࣟࣉラ࣒㺁は、ᅜとして㐍める࡭き大学ᩍ⫱ᨵ㠉を一ᒙ᥎㐍するため、ᩍ⫱

෌生ᐇ⾜఍㆟➼で♧された᪂たな᪉ྥᛶにྜ⮴したඛ㐍的なྲྀ⤌をᐇ᪋する大学のᨭ᥼を┠的とし

た஦ᴗである。ᖹᡂ 28 年ᗘ㺀༞ᴗ時における㉁ಖドのྲྀ⤌のᙉ化（テー࣐ V）㺁に᥇ᢥされた本学は、

理⣔ᩍ⫱の≉ᚩであり、᭱⤊学年の集大ᡂである༞ᴗ論文◊✲のホ౯᪉ἲを開Ⓨし、㐩ᡂ≧ἣをྍ

ど化することをྲྀ⤌の一つとしている。 

 

㸱．┠的 

 薬学㒊では、文㒊⛉学┬のᥖげる「薬๣ᖌとしてのᇶ本的な 10 の資㉁」を指ྥして、デ࣐ࣟࣉ࢕・

⬟インがなされている୰に、「⛉学的᥈求ࢨテンスを⟇ᐃし࢝ࣜ࢟ࣗラ࣒デࣆンࢥーや༞ᴗࢩ࣏ࣜ

力」、「◊✲的ᛮ考やၥ㢟Ⓨぢ・解Ỵ⬟力」、「情報活用力、および指導力」の⫱ᡂをᥖげている。༞

ᴗ論文◊✲は、学㒊ᩍ⫱の୰でこの点を㔊ᡂする᭱大のᶵ఍となる。またከくの学生が、༞ᴗ論文

◊✲にᦠわって᪂たなⓎぢをᡂすことに、意義と႐びを感じている。༞ᴗ論文◊✲は、学生のၥ㢟

解Ỵ⬟力㔊ᡂにከ大なᐤ୚をᡂし得るばかりでなく、学生が学園生活を㏦るう࠼で、ᙼらに期待と

ክを୚࠼、さらには◊✲ᚰをᣢった薬๣ᖌとして、また、人㛫として学生が⫱っていくための、重

要なᶵ఍を提供するㄢ⛬と఩⨨௜けられよう。 

 しかしながら、薬学㒊では、これまで学生たちがᚰ⾑をὀいで᏶ᡂさせてきた༞ᴗ論文◊✲にᑐ

し、そのෆᐜに῝く㋃ࡳ㎸ࢇだホ౯を⾜うࢩステ࣒が↓かった。このような⌧≧と༞ᴗ論文◊✲の

重要ᛶを㚷ࡳ、本஦ᴗでは、本学薬学㒊∧のデ࣓ࣜࣉࢧ・࣐ࣟࣉ࢕ンࢺ 6のデࢨインとそのᐇ⿦の

ためのⓎ⾜ࢩステ࣒の開Ⓨにྲྀり⤌ࡴこととした。 

 

㸲．࣡ー࢟ンࢢࢢルーࣉのタ⨨と活ື 

 上記┠的を㐩ᡂするため、ᩍ学 IR ◊✲᥎㐍ㄢෆの AP ஦ົᒁが୰ᚰとなり、本஦ᴗをᐇ㉁的に㐙

にᇶ࡙いた S P 、の過⛬でࢢーニンࣞࢺ S P からのフ࢕ーࣂࢻックから得られるෆᐜによっては、さ

らに࢜ࣜࢼࢩのᨵၿసᴗが必要になる。౛࠼ば、日ᖖ生活の୰で࢜ࣜࢼࢩ᝿ᐃが୙⮬↛である、 S P

がᝈ⪅࢜ࣜࢼࢩを⮬㌟に重ねྜわせた時そのෆᐜに S P ⮬㌟がඹ感できない㺂といった感᝿が得られ

るሙྜがある。S P になる௨前に⑌⑓の経㦂がないሙྜは、ᐇ体㦂との஋㞳がㄢ㢟となり、࢜ࣜࢼࢩ

を上ᡭくぬ࠼られない、タᐃされた要⣲をࣟールࣞࣉイ時に上ᡭくၥ⟅としてᘬきฟせないな࡝㺂

ࣟールࣞࣉイᐇ⾜の㞀ᐖとなりうる。それらを、S P ࠼の大ᯟኚ࢜ࣜࢼࢩ⪅ෆでウ㆟し、ᝈࣉルーࢢ

ない⠊ᅖで、S P 用࢜ࣜࢼࢩのࣜࢭフや≉ᐃ文ゝを㑅ᢥし┤すな࡝の意ぢを✚ࡳ上げて「ࢺ᭩き」に

㏣ຍ的に᭩き㎸ࡳし、ᢸᙜ S P ඲体でྜ意しながらࣉルーࢢ S P 用࢜ࣜࢼࢩをᨵၿするసᴗをຍ࠼

る。その⤖ᯝ㺂 S P にとってより⮬↛にࣟールࣞࣉイでき㺂ᝈ⪅࢜ࣜࢼࢩを⮬㌟にᢞᙳしつつඹ感しな

がら㺂学生と࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンできるようになる。 

 

７．ᝈ⪅࢜ࣜࢼࢩのᨵၿసᴗ（㸰）ࠥᶍᨃᝈ⪅(S P)㐠用から得られるフ࢕ーࣂࢻック 

ᐇ㝿に学生とࣟールࣞࣉイをᐇ᪋すると㺂「࢜ࣜࢼࢩにあるᝈ⪅ᚰ理」がより῝まるᵝになる。そ

の過⛬で㺂ᐇ㝿のᐇ⩦から得られた学生の཯ᛂな࣑ࣞࣗࢩ、࡝ーࣙࢩン後にタᐃされたᩍဨと S P か

らの࣏スࢺウ㆟から得られるᐇ₇に㛵するフ࢕ーࣂࢻックが㺂

ᨵၿに⤖びつくሙྜがある。図࢜ࣜࢼࢩ 7 に♧されるࣜࢼࢩ

࢜ᵓ㐀を౑ってᨵၿ࣏イン᫂ࢺ☜にすれば㺂ձ࢜ࣜࢼࢩの୙㒔

ྜがあれば᭦にᨵၿする㺂ղそれをḟᅇのᐇ⩦の S P ┤前ᡴྜ

せに཯ᫎする㺂またはࢭッࣙࢩンෆのᩍဨホ౯⪅に情報ඹ᭷し

てࣟールࣞࣉイを⿵ᙉする㺂ճḟ年ᗘのための࢜ࣜࢼࢩᨵၿに

ᙺ❧てる㺂といったᐇᆅにᇶ࡙くᨵၿసᴗになる。 

 

８．ᐇ⩦に฼用する࢜ࣜࢼࢩ開Ⓨの展ᮃ 

本学では、年ᗘ༢఩で㺂およそ 10 前後の࢜ࣜࢼࢩから S P がస〇されているが㺂་学㒊とẚ㍑する

と་⒪ሙ㠃の࢚ࣜࣂーࣙࢩンが少ない。この⤖ᯝ㺂 S P 一人あたりがᑐᛂする࡭き࢜ࣜࢼࢩ数は㺂᭱大

で 4ࠥ5 である。この⤖ᯝ㺂薬学㒊では࢜ࣜࢼࢩのㄞࡳ㎸ࡳにవ⿱が生まれ、S P とᩍဨが࢜ࣜࢼࢩを

ウ㆟できる≧態をᣢつことができている。そして本学の S P 㣴ᡂでは、S P 用࢜ࣜࢼࢩの⣽㒊を S P ᩍ

ဨ㛫で᳨ウし、より⢭ᐦな࢜ࣜࢼࢩをసる஦ができていると考࠼られる。よりⓎ展させるために、

ձ S P ◊✲఍の⤌⧊的な㐠用、ղᢸᙜᩍဨ㛫（ S P ᢸᙜ⪅・ᐇ⩦ᢸᙜ⪅が␗なるሙྜや、 S P をඹ᭷す

るሙྜ）のࢥンࢭンࢧス☜ㄆ、ճ S P とᩍဨ㛫のࢥンࢭンࢧス᪉ἲ、といったことが重要になる。さ

らに㺂 S P 用࢜ࣜࢼࢩのᨵၿసᴗは㺂⤖ᯝとして学生の学⩦ィ⏬のᨵⰋにⓎ展的に⧅がる。 
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図  のධれᏊᵓ㐀ᴫ念図࢜ࣜࢼࢩ.7
 
必要な࢜ࣜࢼࢩがධれᏊᵓ㐀となって࢜ࣜࢼࢩの
┦஫㛵ಀを♧したᴫ␎図。⾲୰のラ࣋ル[a];ᝈ⪅ࢩ
㺂[b];SP࢜ࣜࢼ 用࢜ࣜࢼࢩ㺂[c];ᝈ⪅の『࢔ࣄࢻ࢔
ランス』として࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンに⌧れる 
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⾜する㺀AP ᐇ⾜ጤဨ఍㺁の下㒊⤌⧊として、࣡ー࢟ンࢢࢢルーࣉのタ⨨を⾜った。なお、本࣡ー࢟ン

は、APࣉルーࢢࢢ ᐇ⾜ጤဨ఍ᢸᙜ⪅、薬学㒊ᩍົᢸᙜ⪅、WebClass ⟶理⪅及び஦ົᒁでᵓᡂされて

いる。 

 ࣡ー࢟ンࢢࢢルーࣉでは、薬学㒊の⌧≧に༶した LMS(Learning Management System)を฼用して

開Ⓨを⾜うこと、およびその᪉ἲとㄢ㢟࡬のᑐᛂを┠的とし、これまでに 5 ᅇの఍㆟を開ദして、

必要にᛂじて࣓ール（㏻⟬約 450 ㏻）➼を฼用し、㐍ᤖ≧ἣのඹ᭷を図った。 

 

㸳．WebClass の活用 

5-1. WebClass による学⩦ᨭ᥼ 

「日本の大学のニーࢬにᛂ࠼る」を࢟ࣕッࣆࢥࢳーとして日本デーࢩࣃࢱフ࢕ックᰴ式఍♫[1]

により開Ⓨされた WebClass には、ᤵᴗᨭ᥼のためのᶵ⬟として、ᩍᮦ㓄ಙ、小テスࢺ、ື⏬㓄ಙ、

ࣘ⪅ース⟶理ࢥ、ከ彩なᶵ⬟が用意されており࡝ฟな᳨ࢺイ࣒ライン、クࣜッ࢝ー、㢮ఝ࣏ࣞーࢱ

ーࢨが必要なᶵ⬟を⤌ྜࡳわせて⮬⏤にࢥースタィができる。ᤵᴗᨭ᥼の他に、e-࣏ーࢺフォࣜ࢜

修学࢝ルテの、࢔ーࣗࣅ学⩦記録、ࢼンテࢥ 4 つのᶵ⬟がᦚ㍕されている。 

 情報ᩍ⫱◊✲ࢭンࢱーにて⟶理・㐠Ⴀする WebClass は、2004 年の導ධから 15 年㛫、薬学㒊にお

けるᩍ⫱活ືをᨭ࠼ている。2018 年ᗘは 150 名のᩍ⫋ဨおよび஦ົ⫋ဨにより、約 180 ース/年ࢥ

が✌ാし、約 17,000 ௳/年の࣏ࣞーࢺが提ฟされている。  

LMS を用いることで、ᩍဨは、㟁Ꮚ化されたᩍᮦを一ᐃのフォー࣐ッࢺにኚ᥮し、ࢤࣅࢼーࣙࢩ

ンを௜ຍして提供するとともに、ฟᖍや提ฟㄢ㢟を⟶理し、学生にフ࢕ーࣂࢻックを⾜うことがで

きる。CMS ➼との大きな㐪いは、ᒚ修生とᩍᮦの⟶理および学⩦㐍ᤖの⟶理、すなわち、ᒚ修⟶理

のためのᶵ⬟が඘ᐇしている点にある。本学では、これをさらにᙉ化するために、2013 年ᗘよりᒚ

修生名⡙➼を提供する薬学㒊ᩍົࢩステ࣒ࢧーࣂと㐃ᦠさせて㐠用している。㏆年、学修ᡂᯝのྍ

ど化ツールとしての在り᪉を᳨ウしており、2014 年ᗘは薬学ᇶ♏ᐇ⩦ᩍ⫱ࢭンࢱーが୰ᚰとなって

⾜われた WebClass の࣏ーࢺフォࣜ࢜ࢥンテࢼを用いた༞ᴗ論文◊✲のホ౯活ືのᨭ᥼を⾜なった。

さらに、2017 年ᗘには AP ஦ᴗにおいて導ධした Mahara フࢺと㐃ᦠし、学生が୺体的に࣏ーࣂーࢧ

ォࣜ࢜をసᡂするᶵ⬟を公開した[2]。 

 

5-2. タィの≺い 

今ᅇのྲྀ⤌の┠的は、学生らが⾜なってきた学修に῝く㋃ࡳ㎸ࢇでホ౯しඹ᭷するࢩステ࣒సり

にある。ከくのࢩステ࣒が学ෆで✌ാしている୰で、薬学㒊ᩍົࢩステ࣒（࢟ࣕンࣃスライフᨭ᥼

ステ࣒）およびࢩ WebClass は学生・ᩍဨともに日ᖖ的に౑用されている[3]。᪤存ࢩステ࣒を᭱大

㝈に฼用することで、ࣘーࢨフࣞンࣜࢻーでかつᣢ⥆ྍ⬟なࢩステ࣒をᵓ⠏できる。WebClass を学

⩦࣏ーࢱルࢧイࢺとして౑用することで、⛉┠ẖの学⩦の上に⥲まとめとしての༞ᴗ論文◊✲があ

ること、および WebClass が༢なるᩍᮦ㓄ᕸࢧーࣂや࣏ࣞーࢺ提ฟࢧーࣂではなく、ၥ㢟解Ỵ⬟力の

㔊ᡂにྥけたᩍ⫱の記録をまとめたものであると఩⨨௜けることができる点も重どした。 

2014 年ᗘ௨㝆౑用されている࣏ーࢺフォࣜ࢜ࢥンテࢼᶵ⬟は、4ࠥ5 年生にかけての༞ᴗ論文◊✲
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活ື[指導 Phase]でこれまで㏻りに用いることとし、᭱ ⤊年ᗘでの῝く㋃ࡳ㎸ࢇだホ౯[ホ౯ Phase]

とそのඹ᭷[公開 Phase]は修学࢝ルテᶵ⬟を౑い、ࣘ ーࢨインࢱーフ࢙イスを᫂☜にศけることで、

これまでのやり᪉を㋃くしつつ、学㒊඲体のྲྀ⤌としていけるように㓄៖した（図 1）。  

 

図 1 WebClass による༞ᴗ論文◊✲活ືのᨭ᥼ 

 

5-3. ᪂つ開Ⓨした࢝ス࣐ࢱイࢬ修学࢝ルテについて 

WebClass の第 4 のᶵ⬟である修学࢝ルテは、ᐃ期的に┠ᶆのタᐃと㐩ᡂの᣺り㏉りを⾜うための

ツールとして WebClass のࣉラࢢインとして提供されている。今ᅇのྲྀ⤌で᪂つにᵓ⠏した༞ᴗ論文

◊✲ホ౯ࢩステ࣒は、修学࢝ルテᶵ⬟をඖに࢝ス࣐ࢱイࢬしたものである。 

修学࢝ルテは、修学࢝ルテ⟶理⪅、ࣂࢻ࢔イࢨー、学生により㐠用される。修学࢝ルテ⟶理⪅は

薬学㒊ᩍົᢸᙜ⪅（薬学஦ົㄢᢸᙜ⪅）および WebClass ⟶理⪅がそのᙺ๭をᢸうこととした。ࢻ࢔

༢఩での⾲♧・㠀⾲♧や⦅集のࢻの๭りᙜてや、࢝ー࡬ー（指導ᩍဨ）および学生の࢝ルテࢨイࣂ

ྍ・୙ྍのタᐃは、修学࢝ルテ⟶理⪅のᶒ㝈において⾜うことができる。また、後㏙するࣟࣉフ࢕

ールや࢝ーࢻの㡯┠➼のヲ⣽は、࢝ルテ XML にて⮬⏤にኚ᭦できるため、࣡ー࢟ンࢢࢢルーࣉでỴ

ᐃしたෆᐜを、修学࢝ルテ⟶理⪅が࢝ルテ XML を記㏙し WebClass にⓏ録した。 

修学࢝ルテの⏬㠃ᵓᡂはࣟࣉフ࢕ール、࣐ࣜࢧー、࢝ ーࢻの 3 ックをᇶ本としている（図ࣟࣈ 2）。

にᥖ㍕する活ື情報をධ力するḍを用意した。༞ᴗࢺン࣓ࣜࣉࢧ・࣐ࣟࣉ࢕ールには、デ࢕フࣟࣉ

論文◊✲సᡂに㛵するࢲࣟࣉクࢺをⓏ録する࢝ーࢻと、༞ᴗ論文◊✲活ືに㛵するホ౯を⾜うため

の࢝ーࢻの 2 ✀㢮を用意した。ࢲࣟࣉクࢺをⓏ録する࢝ーࢻは、༞ᴗ論文◊✲活ືの࣏ーࢺフォࣜ

࢜となるよう、論文、その要᪨、Ⓨ⾲スライࢻをⓏ録することができるようにした。༞ᴗ論文◊✲

  
 

⾜する㺀AP ᐇ⾜ጤဨ఍㺁の下㒊⤌⧊として、࣡ー࢟ンࢢࢢルーࣉのタ⨨を⾜った。なお、本࣡ー࢟ン

は、APࣉルーࢢࢢ ᐇ⾜ጤဨ఍ᢸᙜ⪅、薬学㒊ᩍົᢸᙜ⪅、WebClass ⟶理⪅及び஦ົᒁでᵓᡂされて

いる。 

 ࣡ー࢟ンࢢࢢルーࣉでは、薬学㒊の⌧≧に༶した LMS(Learning Management System)を฼用して

開Ⓨを⾜うこと、およびその᪉ἲとㄢ㢟࡬のᑐᛂを┠的とし、これまでに 5 ᅇの఍㆟を開ദして、

必要にᛂじて࣓ール（㏻⟬約 450 ㏻）➼を฼用し、㐍ᤖ≧ἣのඹ᭷を図った。 

 

㸳．WebClass の活用 

5-1. WebClass による学⩦ᨭ᥼ 

「日本の大学のニーࢬにᛂ࠼る」を࢟ࣕッࣆࢥࢳーとして日本デーࢩࣃࢱフ࢕ックᰴ式఍♫[1]
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ーࢨが必要なᶵ⬟を⤌ྜࡳわせて⮬⏤にࢥースタィができる。ᤵᴗᨭ᥼の他に、e-࣏ーࢺフォࣜ࢜

修学࢝ルテの、࢔ーࣗࣅ学⩦記録、ࢼンテࢥ 4 つのᶵ⬟がᦚ㍕されている。 

 情報ᩍ⫱◊✲ࢭンࢱーにて⟶理・㐠Ⴀする WebClass は、2004 年の導ධから 15 年㛫、薬学㒊にお

けるᩍ⫱活ືをᨭ࠼ている。2018 年ᗘは 150 名のᩍ⫋ဨおよび஦ົ⫋ဨにより、約 180 ース/年ࢥ

が✌ാし、約 17,000 ௳/年の࣏ࣞーࢺが提ฟされている。  

LMS を用いることで、ᩍဨは、㟁Ꮚ化されたᩍᮦを一ᐃのフォー࣐ッࢺにኚ᥮し、ࢤࣅࢼーࣙࢩ
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修生名⡙➼を提供する薬学㒊ᩍົࢩステ࣒ࢧーࣂと㐃ᦠさせて㐠用している。㏆年、学修ᡂᯝのྍ

ど化ツールとしての在り᪉を᳨ウしており、2014 年ᗘは薬学ᇶ♏ᐇ⩦ᩍ⫱ࢭンࢱーが୰ᚰとなって

⾜われた WebClass の࣏ーࢺフォࣜ࢜ࢥンテࢼを用いた༞ᴗ論文◊✲のホ౯活ືのᨭ᥼を⾜なった。

さらに、2017 年ᗘには AP ஦ᴗにおいて導ධした Mahara フࢺと㐃ᦠし、学生が୺体的に࣏ーࣂーࢧ

ォࣜ࢜をసᡂするᶵ⬟を公開した[2]。 

 

5-2. タィの≺い 

今ᅇのྲྀ⤌の┠的は、学生らが⾜なってきた学修に῝く㋃ࡳ㎸ࢇでホ౯しඹ᭷するࢩステ࣒సり

にある。ከくのࢩステ࣒が学ෆで✌ാしている୰で、薬学㒊ᩍົࢩステ࣒（࢟ࣕンࣃスライフᨭ᥼

ステ࣒）およびࢩ WebClass は学生・ᩍဨともに日ᖖ的に౑用されている[3]。᪤存ࢩステ࣒を᭱大

㝈に฼用することで、ࣘーࢨフࣞンࣜࢻーでかつᣢ⥆ྍ⬟なࢩステ࣒をᵓ⠏できる。WebClass を学

⩦࣏ーࢱルࢧイࢺとして౑用することで、⛉┠ẖの学⩦の上に⥲まとめとしての༞ᴗ論文◊✲があ

ること、および WebClass が༢なるᩍᮦ㓄ᕸࢧーࣂや࣏ࣞーࢺ提ฟࢧーࣂではなく、ၥ㢟解Ỵ⬟力の

㔊ᡂにྥけたᩍ⫱の記録をまとめたものであると఩⨨௜けることができる点も重どした。 

2014 年ᗘ௨㝆౑用されている࣏ーࢺフォࣜ࢜ࢥンテࢼᶵ⬟は、4ࠥ5 年生にかけての༞ᴗ論文◊✲
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活ືに㛵するホ౯࢝ーࢻは、ルーࣜࣈックホ౯と࣓ࢥンࢺධ力ができるようにした。ᙧᡂ的ホ౯あ

るいは」数の指導⪅によるホ౯をྍ⬟とするため」数の࢝ーࢻを用意した。࣐ࣜࢧーには、ྛ࢝ー

が⾲♧されるとともに、学年ᖹᆒが⾲♧されるようにタィしࢺーࣕࢳーࢲで⾜われたホ౯のࣞーࢻ

た。⏬㠃୰ኸにある࢚クス࣏ーࢺᶵ⬟は、デフォルࢺでは WebClass 上での⾲♧⏬㠃を PDF 化するも

ので、ᙧᡂ的ホ౯୰はこの⏬㠃を用いて学生࡬のフ࢕ーࣂࢻックを⾜うことができる。ᑂ査⤊஢後

は大学で用意したフォー࣐ッࢺに修学࢝ルテ上にまとめられたデーࢱをὶし㎸ࡳ、ᑂ査要᪨、Ⓨ⾜

日および学長名のධったṇ式なデ࣓ࣜࣉࢧ・࣐ࣟࣉ࢕ンࢺ᭩式（図 4）を཯ᫎした PDF をⓎ⾜する

ように日本デーࢩࣃࢱフ࢕ック♫に開Ⓨを౫㢗した。 

 

図 2 修学࢝ルテ ࢧンࣉル図 

 

㸴．⤖ᯝ 

6-1.ㄢ㢟◊✲論文の提ฟ᪉ἲのኚ᭦ 

 WebClass での༞論ルーࣜࣈックホ౯、୪びにデ࣓ࣜࣉࢧ・࣐ࣟࣉ࢕ンࢺⓎ⾜ࢩステ࣒の開Ⓨにྜ

わせ、༞ᴗ論文◊✲提ฟ᪉ἲを、これまでの CD-ROM ᪉式から WebClass で提ฟྍ⬟とするࢩステ࣒

イルの࢓のኚ᭦を⾜うことができた。༞ᴗ論文◊✲のᰯṇのため、これまでᩍဨと学生㛫でのフ࡬

やりྲྀりを࣓ールや USB ࣓ࣔࣜ➼を௓して⾜っていたものが、WebClass ᶵ⬟のフ࢓イルの࢔ッࣟࣉ

ーࢻᶵ⬟（᭱大 100 MB）を用いることでより෇⁥にᐇ᪋できるようになった。また、クラ࢘ࢻ上に

༞論ཎ稿やⓎ⾲఍で౑用したスライࢻフ࢓イルを㍕せることで、ᩍဨ㛫での情報ඹ᭷や、提ฟ≧ἣ

の☜ㄆがྍ⬟となった。これによりᩍဨのࡳならず、薬学஦ົㄢでの☜ㄆ、⟶理సᴗの大ᖜなຠ⋡
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化がྍ⬟となった(図 3)。 

 

図 3 WebClass でのㄢ㢟◊✲論文提ฟのὶれ 

 

6-2. ༞ᴗ論文◊✲のルーࣜࣈックホ౯とそれにᇶ࡙くデ࣓ࣜࣉࢧ・࣐ࣟࣉ࢕ンࢺの公開 

 上記ྲྀ⤌を㏻じ、本஦ᴗの᭱⤊年ᗘである௧和ඖ年ᗘには、༞ᴗ論文◊✲のルーࣜࣈックホ౯と

それにᇶ࡙くデ࣓ࣜࣉࢧ・࣐ࣟࣉ࢕ンࢺのసᡂにまで₈ࡂ╔けることができた。 

௨下に大まかなスケࣗࢪールを記す。 

  2019 年 4 月 24 日 薬学㒊ᩍᤵ⥲఍にて AP ஦ᴗᢸᙜ⪅よりᴫ要説᫂ 

  2019 年 5 月 8 日 学生説᫂఍開ദ（6 年生࢞イࢲンス） 

  2019 年 6 月 19 日 ᩍဨ説᫂఍開ദ 

  2019 年 8 月 30 日 ༞論ࢲࣟࣉクࢺ提ฟ期㝈 

  2019 年 9 月 13 日 ルーࣜࣈックホ౯提ฟ期㝈 

  2019 年 11 月 8 日 論文㢟┠およびᑂ査要᪨提ฟ期㝈 

  2019 年 11 月 8 日 学生によるࣟࣉフ࢕ールධ力期㝈 

  2019 年 12 月 10 日 デ࣓ࣜࣉࢧ・࣐ࣟࣉ࢕ンࢺのⓎ⾜開ጞ 

 

⾲ 1 WebClass を用いたルーࣜࣈックホ౯のᑐ㇟学生数とᐇ᪋⋡ 

༞論ࢥース ᑐ㇟⪅数 
(ఇ学⪅㝖く ) ᐇ᪋⪅数 ᐇ᪋⋡ 

(ఇ学⪅㝖く ) 

ᐇ㦂◊✲ࢥース 228 名 223 名 97.81 % 

調査◊✲ࢥース 136 名 133 名 97.79 % 

ྜィ 364 名 356 名 97.80 % 
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 ௧和ඖ年後期では、薬学㒊のྛᩍᐊ、◊✲ᐊ、ࢭンࢱーᩍဨのごດ力により、97㸣を㉸࠼る学生

の༞ᴗ論文◊✲にᑐしてルーࣜࣈックホ౯がᐇ᪋された。2020 年 1 月 13 日⌧在、公開から 1 ࣨ月

が経過した。学生らは༞ᴗヨ㦂の┿っྈ୰にあるが、この㛫に 31 名（8.5㸣）がデࣉࢧ・࣐ࣟࣉ࢕

࣓ࣜンࢺを࢘ࢲンࣟーࢻしている。学生は、このようなホ౯をཷけることにより、༞ᴗ論文◊✲࡬

の理解と意ḧを῝め、より඘ᐇした༞ᴗ論文◊✲をᡂ就することができ、もって薬学⪅としての᥈

求ᚰ、⮬ᕫ◊㛑や生ᾭ学⩦࡬の意ḧ、あるいはၥ㢟解Ỵ⬟力がさらに㔊ᡂされていくものと期待さ

れる。 

  

図 4 デ࣓ࣜࣉࢧ・࣐ࣟࣉ࢕ンࢧ ࢺンࣉル図 

 

 デࣟࣉ࢕ 図）ࢺン࣓ࣜࣉࢧ࣐・ 4）はᩍဨからのホ౯をࣞーࢲーࣕࢳーࢺのᙧでྍど化し、WebClass

を㏻じて学生に開♧している。ホ౯に用いたルーࣜࣈック⾲は、ᐇ㦂◊✲ࢥースと調査◊✲ࢥース

のそれࡒれの学生にᑐᛂできるように開Ⓨされている。ྛホ౯㡯┠は、学生に༞ᴗ論文◊✲の┠ᶆ

㐩ᡂᗘを⥲ྜ的にホ౯する指ᶆとしてタᐃされており、⌧在、༞ᴗ論文◊✲のᙧᡂ的ホ౯にᛂ用さ

れている。デ࣓ࣜࣉࢧ・࣐ࣟࣉ࢕ンࢺには、ルーࣜࣈックホ౯⾲をᥖ㍕してホ౯㡯┠を学生に᫂♧

するとともに、ᩍဨからの࣓ࢥンࢺや学生が༞ᴗ論文◊✲を㏻じて㐩ᡂし得た重要なᡂᯝ、౛࠼ば

学఍㈹ཷ㈹や学⾡雑誌࡬の論文ᥖ㍕➼についても記㍕がྍ⬟となっている。 

 また、学生ごとに⮬㌟のデ࣓ࣜࣉࢧ・࣐ࣟࣉ࢕ンࢺをࣜࣉンࢺ࢘࢔ࢺすることもྍ⬟で、ᒚṔ᭩

やᴗ⦼᭩➼にῧ௜する資料としての活用も期待できる。 

 

実験研究を通じて、最新機器による画像解析法を…………
………………………………………….
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以上、本論文は学士（薬学）の学位論文として十分な価値を
有するものと判断した。

ルーブリック採点表（実験研究コース） ルーブリック採点表（調査研究コース）ポートフォリオ（コース共通）

㸫 60 㸫

東京薬科大学研究紀要 第 23号



  
 

７．考ᐹ・ㄢ㢟 

 今ᅇ開Ⓨした༞ᴗ論文◊✲ホ౯ࢩステ࣒とデ࣓ࣜࣉࢧ・࣐ࣟࣉ࢕ンࢺにより、薬学㒊のㄢ㢟であ

った༞ᴗ論文◊✲ホ౯のྍど化にྥけたྲྀ⤌が高いᐇ᪋⋡で⾜われた。本稿の⬺稿時点においては、

その᭷用ᛶやຠᯝᛶについて、今後のᐈほ的᳨ドが待たれるが、導ධによる࣓ࣜッࢺや展開につい

て、本稿では௨下の点から期待する。 

 

7-1. 学生にとっての࣓ࣜッࢺ 

 これまで薬学㒊では、༞ᴗ論文◊✲のྲྀ⤌で学生がཷけるホ౯は、「༞ᴗ論文」と「Ⓨ⾲」という

にᑐしてのホ౯に重きが⨨かれていた。᭱⤊的な⥲ᣓ的ホ౯は「ྜ」または「ྰ」でࢺッࣉࢺ࢘࢔

のุᐃである。学生⮬㌟も、◊✲でୡの୰をኚ࠼るようなᡂᯝを上げたいというᚿをᣢってྲྀり⤌

。ものもいれば、᭱ప㝈の論文సᡂ、Ⓨ⾲ができればよいというᛮいの学生もいるかもしれないࡴ

その୰で、提♧されたルーࣜࣈックホ౯⾲には、ྛ㡯┠に㛵する฿㐩┠ᶆが記㍕されているため、

いわば༞論生としてのࣟールࣔデルのጼが♧されている。◊✲開ጞ後早期にホ౯⾲を㏻じて┠ᶆを

周知することで、༞論生が฿㐩点をイ࣓ーࢪしやすくなり、⤖ᯝとしてより高い࢔クテࣅ࢕テ࢕ー

の༞論◊✲につながることを期待する。 

༞論◊✲における学生࡬のフ࢕ーࣂࢻックに㛵しては、これまでも༞ᴗ論文やⓎ⾲スライࢻసᡂ

過⛬におけるᰯṇ指導、Ⓨ⾲఍にᑐする᣺り㏉りな࡝が⾜われていた。今ᅇ開Ⓨしたデ࣐ࣟࣉ࢕・

には、指導ᩍဨによるᑂ査要᪨をྵませており、これまで学㒊学生が┠にすることがࢺン࣓ࣜࣉࢧ

なかった情報をึめて学生に伝㐩する௙⤌ࡳとした。ルーࣜࣈック⾲のࣞーࢲーࣕࢳーࢺの情報と

ྜわせて、༞論活ືのᩍဨによるホ౯を」ྜ的に学生が知ることができる。 

 デ࣓ࣜࣉࢧ・࣐ࣟࣉ࢕ンࢺは、在学୰のᒚṔ᭩やᴗ⦼を⿵᏶するための༞ᴗ時資料であり、学生

が♫఍にฟた後、大学時௦を᣺り㏉る㝿の貴重な資料となりうるものと期待できる。ᖹᡂ 29 年ᗘに

ᐇ᪋された本 AP ஦ᴗでの༞ᴗ生調査では、༞ᴗ論文◊✲のຠ用がᾋかび上がってきた。本学の༞ᴗ

生には、༞ᴗ論文◊✲は⌧在のᙼらの࢟ࣕࣜ࢔㔊ᡂにᙺに❧ったというᛮいがある。学఩記にデ࢕

がຍわることで、より㩭᫂に学生時௦の༞ᴗ論文◊✲について᣺り㏉ることࢺン࣓ࣜࣉࢧ・࣐ࣟࣉ

ができるであろう。そしてその経㦂をᙧにṧしておくことは、ᙼらが今後「⛉学的᥈求⬟力」、「◊

✲的ᛮ考やၥ㢟Ⓨぢ・解Ỵ⬟力」、あるいは「生ᾭ学⩦࡬の意ḧ」をさらに㔊ᡂする上でも᭷用と考

の意義をよりᙉくᐇ感しࢺン࣓ࣜࣉࢧ・࣐ࣟࣉ࢕られる。とりわけ、ホ౯が高かった学生は、デ࠼

てもら࠼るのではないだろうか。 

このように、本学薬学㒊のデ࣓ࣜࣉࢧ・࣐ࣟࣉ࢕ンࢺは、༞論◊✲に᰿ࡊしたᙧで提供されるよ

うタィしたが、他大学におけるデ࣓ࣜࣉࢧ・࣐ࣟࣉ࢕ンࢺの活用౛として、就⫋活ືな࡝がある。

本஦ᴗでは、ᩍဨによるᑂ査要᪨や༞論ホ౯の᏶஢する 11 月௨㝆にデ࣓ࣜࣉࢧ・࣐ࣟࣉ࢕ンࢺがⓎ

⾜されるὶれとしため、5 年ḟ 3 月より⾜われる就⫋活ືに活用するためにはさらなるᕤኵが必要

となろう。ࣞࣉ・デ࣓ࣜࣉࢧ࣐ࣟࣉ࢕ンࢺが࡝の⛬ᗘᐇ᪋ྍ⬟なものか、今後さらに᳨ドする必要

がある。 

 

  
 

 

 ௧和ඖ年後期では、薬学㒊のྛᩍᐊ、◊✲ᐊ、ࢭンࢱーᩍဨのごດ力により、97㸣を㉸࠼る学生

の༞ᴗ論文◊✲にᑐしてルーࣜࣈックホ౯がᐇ᪋された。2020 年 1 月 13 日⌧在、公開から 1 ࣨ月

が経過した。学生らは༞ᴗヨ㦂の┿っྈ୰にあるが、この㛫に 31 名（8.5㸣）がデࣉࢧ・࣐ࣟࣉ࢕

࣓ࣜンࢺを࢘ࢲンࣟーࢻしている。学生は、このようなホ౯をཷけることにより、༞ᴗ論文◊✲࡬

の理解と意ḧを῝め、より඘ᐇした༞ᴗ論文◊✲をᡂ就することができ、もって薬学⪅としての᥈

求ᚰ、⮬ᕫ◊㛑や生ᾭ学⩦࡬の意ḧ、あるいはၥ㢟解Ỵ⬟力がさらに㔊ᡂされていくものと期待さ

れる。 

  

図 4 デ࣓ࣜࣉࢧ・࣐ࣟࣉ࢕ンࢧ ࢺンࣉル図 

 

 デࣟࣉ࢕ 図）ࢺン࣓ࣜࣉࢧ࣐・ 4）はᩍဨからのホ౯をࣞーࢲーࣕࢳーࢺのᙧでྍど化し、WebClass

を㏻じて学生に開♧している。ホ౯に用いたルーࣜࣈック⾲は、ᐇ㦂◊✲ࢥースと調査◊✲ࢥース

のそれࡒれの学生にᑐᛂできるように開Ⓨされている。ྛホ౯㡯┠は、学生に༞ᴗ論文◊✲の┠ᶆ

㐩ᡂᗘを⥲ྜ的にホ౯する指ᶆとしてタᐃされており、⌧在、༞ᴗ論文◊✲のᙧᡂ的ホ౯にᛂ用さ

れている。デ࣓ࣜࣉࢧ・࣐ࣟࣉ࢕ンࢺには、ルーࣜࣈックホ౯⾲をᥖ㍕してホ౯㡯┠を学生に᫂♧

するとともに、ᩍဨからの࣓ࢥンࢺや学生が༞ᴗ論文◊✲を㏻じて㐩ᡂし得た重要なᡂᯝ、౛࠼ば

学఍㈹ཷ㈹や学⾡雑誌࡬の論文ᥖ㍕➼についても記㍕がྍ⬟となっている。 

 また、学生ごとに⮬㌟のデ࣓ࣜࣉࢧ・࣐ࣟࣉ࢕ンࢺをࣜࣉンࢺ࢘࢔ࢺすることもྍ⬟で、ᒚṔ᭩

やᴗ⦼᭩➼にῧ௜する資料としての活用も期待できる。 
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7-2. 今後の展開のྍ⬟ᛶ 

本༞論ホ౯ྍど化ࢩステ࣒は、本学薬学㒊ᩍဨが日㡭౑い័れている⌧⾜のࢩステ࣒を᭱大㝈活

用しながら開Ⓨしたึ∧であるが、今後ᕤኵがຍ࠼られることで、さまࡊまなᙧでⓎ展をぢせるྍ

⬟ᛶがある。 

今ᅇのヨࡳは、ルーࣜࣈックホ౯を WebClass を用いて薬学㒊඲体でᐇ᪋したึめてのྲྀ⤌であり、

ルーࣜࣈックと WebClass がࡰ࡯す࡭ての薬学㒊ᩍဨに活用された。今後、これを㞮ᙧに他のᐇ⩦や

₇⩦⛉┠な࡬࡝の展開も期待できるであろう。 

 また、薬学㒊高学年時の重要なᩍ⫱ㄢ⛬として༞ᴗ論文◊✲のࡳならず、ᐇົᐇ⩦や༞ᴗに㛵㐃

したヨ㦂な࡝がある。他にも 6 年㛫の学ᴗで㐩ᡂしたᵝ々な情報（ᡂ⦼ඃ⚽⪅⾲ᙲな࡝）をྵませ

ることもできることからも、本デ࣓ࣜࣉࢧ・࣐ࣟࣉ࢕ンࢺは今後もⓎ展しうるだろう。 

 今ᅇ開Ⓨした༞ᴗ論文◊✲ホ౯ࢩステ࣒において、デ࣓ࣜࣉࢧ・࣐ࣟࣉ࢕ンࢺの PDF ฟ力に㛵す

るᶵ⬟のࡳ௻ᴗに開Ⓨを౫㢗した。ࣟࣉフࣟ࢕ールのධ力やࢲࣟࣉクࢺの提ฟ、ルーࣜࣈックホ౯

ᶵ⬟は、WebClass のᇶ本ᶵ⬟であるため、他のᐇ⩦や₇⩦⛉┠な࡬࡝の展開の㝿には、࢝ルテ XML

のసᡂでᑐᛂྍ⬟である。ᇶ本的には௻ᴗによるࢢࣟࣉラ࣒開Ⓨは୙要あるいは᭱ప㝈でよく、

WebClass を⟶理・㐠Ⴀしている情報ᩍ⫱ࢭンࢱーと、ጤဨ఍あるいはᩍ⛉ᢸᙜ⪅の㛫の協㆟により、

Ᏻ౯に、かつ、ᰂ㌾に㐠用することができると考࠼られる。 

 ホ౯⪅に㛵して、⌧⾜では、学生ホ౯をධ力するのは୺査である指導ᩍဨとしているが、๪査に

よるルーࣜࣈックホ౯ධ力のᶵ⬟をもたせれば、よりᐈほᛶのある༞論ホ౯ࢩステ࣒のᵓ⠏もྍ⬟

である。また、学生による⮬ᕫホ౯ᶵ⬟をྵめることでᙧᡂ的⮬ᕫホ౯が㢖⦾にᐇ᪋ྍ⬟となろう。 

⌧時点でルーࣜࣈックによる༞論ホ౯はᙧᡂ的な఩⨨࡙けとしている。このような経時的、ẁ㝵

的な情報をᢅうሙྜ、⣬࣋ースな࡝ではなく、このようなࢩステ࣒を活用することがᴟめてຠ⋡的

である。そのຠᯝを᭱大㝈にᘬきฟし、より⥥ᐦな┠ᶆ㐩ᡂᗘの指ᶆとして活用するために、ルー

ックホ౯の指ᶆやᅇ数➼について、継⥆的に᳨ドする必要がある。また、今後⥲ᣓ的ホ౯としࣜࣈ

て導ධする㝿にも、本ࢩステ࣒は෇⁥に活用できるものとᛮわれる。 

 

８．おわりに 

 本ྲྀ⤌により、ルーࣜࣈックホ౯だけではなく、༞ᴗ論文◊✲に㛵わるᵝ々な㡯┠を LMS 上で⟶

理することがྍ⬟になった。またデ࣓ࣜࣉࢧ・࣐ࣟࣉ࢕ンࢺを㏻して、指導ᩍဨと学生の཮᪉が、

よりどぬ的に༞ᴗ論文◊✲ᡂᯝを☜ㄆすることがྍ⬟になったものと考࠼る。筆⪅らの知る㝈り、

このようなྲྀ⤌を他の薬⣔大学にඛࢇじて公開することができたものと考࠼る。今後も薬学㒊のᐇ

情に༶した活ືとしてⓎ展させていきたい。 
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